
弁財天堂と大師堂 

           

境内では最も古い建造物か？              弁財天祭礼 

 

弁才天堂は総門を抜けて、すぐ左側に建っている朱色の御堂である。正確な年代は不明であるが、

元禄年間（1688～1703）の建立と言われている。飛地にある薬師堂を除けば 境内では最も古い 

建物かも。芸能の神、水の神でもある弁財天をお祀りする御堂で「七福神」唯一の女神である。  

蛇の神様であり龍神でもあるという事から、生卵をパックでお供えしているのを時々見かけます。  

御堂の周りを池が囲み、暖かい日には亀がたくさん顔を出し又大きな鯉も遊泳しています。 

弁才天堂の祭礼は毎年 6月の第二土曜、日曜日に特別開帳が行われています。 

 

＊＊＊七  福  神＊＊＊ 

七福神は多国籍（日本 1・インド 3・中国 3） 

恵比寿（日本）古くは「大漁追福」の漁業の神である。時代と共に福の神として「商売繁盛」や

「五穀豊穣」をもたらす、商業や農業の神となった。唯一日本由来の神様。 

大黒天（インド）インドのヒンドゥー教のシヴァ神の化身マハーカーラ神。日本古来の大国主命 

の習合。大黒柱と現されるように食物・財福を司る神となった。 

毘沙門天（インド）元はインドのヒンドゥー教のクベーラ神。仏教に取り入れられ日本では毘沙

門天（ヴァイシュラヴァナ）と呼ばれる。 （多聞天）  

上杉謙信（財宝・子宝・戦勝） 

弁財天（インド）七福神の中の紅一点で元はインドのヒンドゥー教の女神であるサラスヴァー神 

（弁財天）七福神の一柱としては「弁財天」と表記されることが多い。 

福禄寿（中国）道教の宋の道士天南星、または、道教の神で南極星の化身の南極老人。 

寿老人と同一神ともされる。 

寿老人（中国）道教の神で南極星の化身の南極老人。 

布 袋（中国）唐の末期の明州（現在の中国浙江省寧波市）に実在したといわれる仏教の僧。 

 

大 師 堂 

この大師堂は、明治 21(1888)年に再建。 移設(Ｘ年) 

弘法大師様をはじめ理源大師様、興教大師様、成田山代々の先師様  

戦没受難者各霊、真言宗の高僧たちが祀られています。 

明牌有縁 精霊の位牌が安置されている。朝夕供養も行われている。  

石川銀冶郎「刻銘」 

弘法大師・興教大師 御誕生慶祝法会（六月の第三日曜日） 


